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紅葉の大西山を見ながら
今年はじめて交流センター
を会場に開催されました。
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今
年
の
産
業
文
化
祭
は
、
場
所

を
交
流
セ
ン
タ
ー
に
変
え
て
十
一

月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
七
月
の
大
雨
・
日
照

不
足
、八
月
の
干
ば
つ
等
に
よ
り
、

農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
野
菜
・
雑
穀
・
果
樹
等

合
計
九
十
六
点
出
品
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
展
に
お

い
て
も
、
手
芸
・
写
真
・
書
・
小

中
学
生
の
作
品
等
多
数
出
展
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
日
は
天
候
が
悪
く
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
日
は
、
秋
晴
れ
で
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村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
等
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
産
業
功
労
者
は

次
の
方
々
で
、
当
日
表
彰
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

☆
優
秀
産
業
功
労
者

　

松
浦
宇
夛
惠
さ
ん（
商
工
部
門
）

　

大
久
保
正
彦
さ
ん（
農
業
部
門
）

☆
優
秀
産
業
功
労
者

　

下
澤　

眞
一
さ
ん

大
鹿
村
表
彰
者

　

大
鹿
村
表
彰
規
程
に
よ
り
、
村
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
状

古
瀬　
　

宏
さ
ん
（
上　

蔵
）

　

大
鹿
村
選
挙
管
理
委
員
、
ま
た
委
員
長
と

し
て
永
年
に
亘
り
数
多
く
の
選
挙
執
行
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

中
島　

良
一
さ
ん
（
下
青
木
）

　

大
鹿
工
業
経
営
二
十
七
年
ほ
か
、
三
十
五

年
の
永
き
に
亘
り
多
く
の
村
民
の
就
労
を
確

保
さ
れ
た
功
績

褒

状

上
前　

民
夫
さ
ん
・

　
　
　

ミ
フ
さ
ん

（
夫
婦
と
も
に
八
十
八
歳
以
上
）

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、

夫
婦
と
も
に
八
十
八
歳
以
上
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

笹
木　

美
さ
ゑ
さ
ん

（
百
歳
）

　

日
頃
の
健
康
管
理

に
心
が
け
、
百
歳
と

い
う
長
寿
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
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　11月26日日曜日、大鹿村大磧神社で行われた映画

『Beauty』- 美しきもの-のエキストラ撮影は、無事終了

しました。村内、村外から参加してくださった450人余

のエキストラの皆様、本当にありがとうございました。

次回の撮影にも是非ご参加くださいますようお願いしま

す。

　肌寒い中、長時間に亘る撮影でしたが、エキストラの

口々からは「楽しかった。」「めったにできんことができ

た。」との感想を戴きました。

　家族で参加してくださった方が多かったこの撮影、皆

さんよい記念となることでしょう。

　撮影に使われた「ろくべん」は、当日早朝から、観光

協会ろくべん普及委員会のみなさんが作って下さいまし

た。このように多くの方に様々な形でご協力をいただ

き、重ねてお礼申し上げます。

　次の撮影は２月中旬です。同じく５００人以上の

エキストラを募集します。時代設定は昭和６０年

代ですので、皆さんそのままの服装でご参加いた

だけます。エキストラ募集は、また広報・ホーム

ページ等でご案内いたしますので、是非多くの参

加をお願いします。　主演、片岡孝太郎さん、麻

生久美子さんら、多くのキャストと一緒の撮影で

す。
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　平成17年度の老人医療費の総額は240,992,392円で１人当りの医療費は568,378円で平成16年度より約９パーセ

ント増えました。

　県内(81市町村)の順位は74位に位置しています。

＜過去５年間の医療費の動向＞

１人当りの医療費（円）医療費の総額
（円）

受給者数
（人）

年　度
県内の順位県平均大鹿村

72602,378564,827269,422,28147713

109596,558500,291244,642,37748914

114611,917479,091225,651,72247115

104634,998521,689231,629,93844416

74673,049568,378240,992,39242417

○受給者数－月末時人数の１２ヶ月の平均

○医療費の総額－医科、歯科、調剤、食事療養費、補装具、柔道整復費含む

○県内の順位－順位が低いほど医療費が低い

　12月2日（土）に交流センターで「食育キャラバン隊」を行ないました。今年
度は保健福祉課・保育所・小中学校で食育の取り組みを行なっており、その一
環として村の食生活改善推進員さんと栄養士会の力を借りて行なわれました。
　食べることの大切さや栄養をバランス良く摂る必要性のお話の後、昼食作り
をし、参加者50名にぎやかにいただきました。
　「食べさせることに一生懸命になっていて、楽しくということができていな
かった。」「家でも子供と一緒に料理をしたり、調理方法を工夫して楽しく食事
をしたい。」「大勢で作って食べて楽しかった。またやって欲しい。」等の感想
が寄せられました。

食育キャラバン隊
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�����年金の加入記録を確認しておきましょう�����
　年金手帳や基礎年金番号通知書に記載されている『基礎年金番号』により、現在の年金の加入記録を調べてもら
えます。

飯田社会保険事務所や、各機関の年金相談窓口開設日に相談に行きましょう。
　第3号被保険者期間の届出もれや、未納期間（免除申請・学生納付特例など）厚生年金一時金取得期間等、さか
のぼって資格を満たす事も可能なので相談してみましょう。
　全国共通電話番号「ねんきんダイヤル」（市内通話料金でОK、携帯ОK）
　　＊年金請求などの年金相談 （�0570－05－1165）
　　＊年金を受けている方の年金相談 （�0570－07－1165）
　　　受付時間　午前8時30分から午後5時まで（土、日、祭日を除く）
　　電話をおかけの際には、年金手帳または年金証書などをお手元にご用意下さい。
　　社会保険庁では希望される方に対して、年金見込額を知らせてくれます。
　　（昭和21年1月2日以降に生れた方が対象です）

���������������������������������������������国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららのののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ������������������������������

 国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です
お忘れないように�

　12月は、年末調整の時期です。給与所得者の方は、勤務先に各種控除

の書類を提出しますが今年中（平成18年１月～12月）に支払った国民年金

保険料をお忘れではないですか。

確定申告をされる方は�
　給与所得者でも年末調整を受けない

方は、確定申告時に忘れずに申告しま

しょう。

控除となるのは今年国民年金保険料を納めた次の場合です
　〇第1号被保険者として保険料を納めた期間（転職して次の会社に勤めるまでの間に納めた期間など）

　〇過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合

　〇保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合

　〇学生納付特例で猶予された期間を追納した場合

　〇申告者本人と生計が同一である配偶者やその他の親族の国民年金保険料を納めた場合

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　毎年一回、誕生月に提出している「現況届」ですが、十二月生ま

れの方からの提出を、原則不用と致します。住民基本台帳ネット

ワークを活用して受給者の皆様の現況（生存）確認を行うこととし

たためです。これにより、現況届の提出は今年が最後になります。

　ただし、次の場合は、現況届以外の届出が引き続き必要です。提

出が必要な届出は、社会保険業務センターから受給者の皆様へ送付されます。

　①加給年金額を受けられている場合（生計維持確認届）

　②障害の程度の確認のため「診断書」の提出が必要な場合。

年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金をををををををををを受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけてててててててててていいいいいいいいいいるるるるるるるるるる皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささんんんんんんんんんんへへへへへへへへへへ年金を受けている皆さんへ
現現現現現現現現現現況況況況況況況況況況届届届届届届届届届届のののののののののの提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出がががががががががが不不不不不不不不不不要要要要要要要要要要ににににににににににななななななななななりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす現況届の提出が不要になります
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小学生 ポスターの部

　「税から成り立つ　日本の未来」 板  山  　  雄  樹 さん
イタ ヤマ 　 ユウ キ

6年大 鹿 村 長 賞

　「納税はしあわせのカギ」 板  山  　  優  衣 さん
イタ ヤマ 　 ユ イ

5年飯 田 税 務 署 長 賞

　「税金は　街と笑顔を　つくってる。」 菅  沼  　  真  由 さん
スガ ヌマ 　 マ ユ

5年下 伊 那 地 方 事 務 所 長 賞

　「暮らしを支える大事な税」 平  瀬  　  左  京 さん
ヒラ セ 　 サ キョウ

6年大 鹿 村 議 会 議 長 賞

　「私達の国は私達の手で!!おさめよう税金」 小  島  　  　  由 さん
コ ジマ 　 　 ユウ

5年大 鹿 村 教 育 委 員 長 賞

　「おさめよう　未来のために」 磯  部  　  達  也 さん
イソ ベ 　 タツ ヤ

6年大 鹿 村 商 工 会 長 賞

中学生 標語の部

中学生「税についての作文」 （飯田地区納税貯蓄組合連合会主催）

　｢考えよう　税のやくわり　大切さ｣ 伊  東  　  侑  紀 さん
イ トウ 　 ユウ キ

2年大　 鹿　 村　 長　 賞

　｢消費税で　ほくもみんなを　支える一人｣ 下  澤  　  康  介 さん
シモ サワ 　 コウ スケ

3年飯 田 税 務 署 長 賞

　｢税金で　活気あふれる　村づくり｣ 中  村  　  鹿  林 さん
ナカ ムラ 　 カ リン

2年下 伊 那 地 方 事 務 所 長 賞

　｢その税金　未来に大きな　花咲かす｣ 齋  藤  　  星  哉 さん
サイ トウ 　 セイ ヤ

1年大 鹿 村 議 会 議 長 賞

　｢税という　柱が僕達　支えてる｣ 小  島  　  尚  之 さん
コ ジマ 　 ナオ ユキ

2年大 鹿 村 教 育 委 員 長 賞

　｢あなたの税　未来のとびらの　かぎになる｣ 下  澤  　  莉  奈 さん
シモ サワ 　 リ ナ

1年大 鹿 村 商 工 会 長 賞

　｢税金と使い道｣ 中  村  　  鹿  林 さん
ナカ ムラ 　 カ リン

2年長野県納税貯蓄組合連合会　会長賞

●優秀作品は11月12日の産業文化祭で展示をしました。



9

　

『
亡
霊
』
と
は
ま
た
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
タ
イ
ト

ル
な
の
だ
が
、
先
日
館
を
訪
れ
た
方
に
こ
う
い
う

質
問
を
さ
れ
た
。

　

「
こ
こ
は
、
誰
も
い
な
い
の
に
よ
く
物
音
が
し
た

り
し
ま
せ
ん
か
。」

　

「
あ
あ
、
し
ま
す
よ
、
よ
く
。」
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ッ

と
し
た
。

そ
う
な
の
で
あ
る
。
大
き
な
音
が
す
る
こ
と
も
あ

る
し
、
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
気
づ
か
な
い
く
ら
い
の
音
が

す
る
こ
と
も
あ
る
。
き
っ
と
屋
根
に
使
わ
れ
て
い

る
金
属
が
温
度
の
変
化
で
伸
縮
す
る
時
に
、
屋
根

が
鳴
る
の
だ
ろ
う
と
か
、
建
物
の
中
に
ね
ず
み
が

い
る
の
か
な
く
ら
い
に
思
っ
て
、
慣
れ
て
し
ま
う

と
さ
ほ
ど
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
た
の

だ
が
、
館
に
勤
め
始
め
た
頃
は
大
小
の
物
音
に
よ

く
ビ
ク
ッ
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

質
問
さ
れ
た
方
の
顔
を
見
る
と
、
さ
も
「
そ
う

で
し
ょ
う
。」
と
言
い
た
げ
な
表
情
。

　

「
オ
カ
ル
ト
で
す
か
。」
と
聞
い
て
み
る
と
、
肯

き
な
が
ら
「
こ
こ
に
は
古
い
物
が
た
く
さ
ん
あ
る

で
し
ょ
う
。
古
い
物
に
は
よ
く
憑
い
て
い
る
ん
で

す
よ
。」

　

「
え
ー
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。」
と
口
に
は
出
し

た
が
、
腹
の
中
で
は
「
や
っ
ぱ
り
ね
。」
の
気
持
ち

で
あ
る
。

　

確
か
に
ろ
く
べ
ん
館
に
展
示
し
て
あ
る
も
の
は

古
い
も
の
ば
か
り
。
私
が
由
来
を
知
っ
て
い
る
展

示
品
は
ご
く
僅
か
だ
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
を
作
っ

た
人
あ
る
い
は
使
っ
て
い
た
人
の
思
い
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ま
で
も
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
感
じ
て
い
た
。

　

例
え
ば
Ｋ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
織
っ
た
と
い
う

着
物
だ
が
、「
こ
れ
は
私
が
十
九
の
厄
流
し
の
時
に

母
が
作
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ

う
い
う
話
を
聞
く
と
、
ま
ず
娘
さ
ん
に
対
す
る
お

母
さ
ん
の
心
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
忙

し
い
養
蚕
の
仕
事
が
一
心
地
つ
い
た
時
、
出
荷
す

る
繭
の
中
か
ら
取
り
分
け
て
お
い
た
自
家
用
の
繭

か
ら
糸
を
紡
ぎ
、
機
に
乗
せ
、
織
り
上
げ
た
手
間

と
時
間
と
に
驚
嘆
す
る
。
一
枚
の
着
物
に
も
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

展
示
品
の
多
く
は
生
活
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た

道
具
で
あ
る
。
人
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
部
分
に

は
汗
が
滲
み
込
ん
で
い
る
。
道
具
の
数
々
を
見
て

い
る
と
、「
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ん
か
、
な
あ
ん
も

な
い
。
つ
ら
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
だ
。」
と
い
う
声

が
聞
え
て
き
そ
う
な
気
が
し
て
、
山
村
の
生
活
の

厳
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

か
と
思
え
ば
、
芝
居
に
狂
っ
た
往
年
の
青
年
た

ち
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
展
示
品
も
あ
る
。
旅
館
の

看
板
も
あ
れ
ば
、
仏
像
を
祀
っ
て
い
た
厨
子
も
、

火
事
を
報
せ
た
半
鐘
も
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
悲
喜
こ

も
ご
も
の
ろ
く
べ
ん
館
展
示
物
な
の
だ
。
霊
は
見

え
な
く
て
も
、
一
つ
一
つ
の
展
示
品
の
重
み
や
、

そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
出
来
事
や
、
そ
れ
に
関

わ
る
人
々
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
こ
れ
ま
で

も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
で
も
嫌
な
感
じ
を
受
け

る
も
の
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
あ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。

知
ら
な
い
と
い
う
の
は
暢
気
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
く
と
、
気
味
が
悪
い
で
し
ょ

う
。」
と
考
え
を
め
ぐ
ら
す
私
に
件
の
オ
カ
ル
ト
氏

が
聞
い
た
。

　

「
い
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
気
味

の
悪
い
経
験
は
し
て
ま
せ
ん
か
ら
。
何
か
見
え
ま

す
か
。」

　

「
は
い
。
で
も
放
っ
て
お
い
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

で
し
ょ
う
。
悪
さ
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
。」

　

も
う
少
し
オ
カ
ル
ト
氏
に
時
間
の
余
裕
が
あ
っ

た
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
古
い
物
に
ど
ん
な
霊
が
憑
い

て
い
る
の
か
、
も
っ
と
聞
い
て
み
た
か
っ
た
な
と

思
い
な
が
ら
、
そ
の
背
中
を
見
送
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
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１月 ・元旦マラソンウォーキング大会

４月 ・さくら祭り

 ・新小渋橋開通

 ・育林祭

 ・河川一斉清掃

５月 ・大鹿歌舞伎春の定期公演

６月 ・大鹿登山口開山式

 ・三六災害４５周年防災イベント

７月 ・梅雨前線豪雨災害

 ・中央構造線サイクリング大会が

 　災害のため中止

８月 ・県知事選挙

 ・大鹿夏祭り

 ・成人式

 ・盆野球大会

 ・千葉市農山村留学

９月 ・分館対抗ソフトボール・

 　マレットゴルフ大会

 ・美しいむらづくり

 　住民と行政の協働事業

 　（国道１５２号線

 　ガードパイプ塗替え作業）

１０月 ・環境美化運動

 ・村民運動会

 ・大鹿歌舞伎秋の定期公演

 ・熊出没

１１月 ・小学校模擬火災訓練

 ・産業文化祭

 　映画「beauty―美しきものー」

 　エキストラ撮影
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飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯田田田田田田田田田田市市市市市市市市市市斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑のののののののののの使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用料料料料料料料料料料がががががががががが変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす飯田市斎苑の使用料が変わります
　飯田市斎苑条例の一部改正により、下記のように使用料金が変更になります。

新料金表
　１火葬料（死亡者１体につき）

胞　衣死産児１０歳未満の死体１０歳以上の死体

１０,０００円１５,０００円３０,０００円５０,０００円

　２動物炉使用料（愛がん動物１体につき）

１５�以上１５�未満

１４,０００円１１,０００円

施行日　平成１９年１月１日より

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成11111111119999999999年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練生生生生生生生生生生追追追追追追追追追追加加加加加加加加加加募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内平成19年度訓練生追加募集案内 平成18年11月30日現在

TEL：0265－22－1067　FAX：0265－22－4015　住所：〒395－0823　飯田市松尾明7508－3

飯田技術専門校

普通課程

木造建築科自動車整備科募 集 科 名

17名９名追 加 募 集 定 員

１年間２年間修 学 期 間

平成19年3月高校卒業見込み者、高校卒業者又は
同等以上の者（高等学校卒業者以上の年齢であれ
ば応募可能）

平成19年3月高校卒業見込み者、高校卒業者又は
同等以上の者（高等学校卒業程度認定試験合格者）

応 募 資 格

①入校願（指定様式）　②平成19年3月高校卒業見込み者は調査書、その他の者は高校卒業証明書等　
③宛名を記入した返信用官製はがき

提 出 書 類

飯田技術専門校選 考 会 場

○職業適性検査　○個別面接　○学力検査（国語・数学）選 考 方 法

追加募集日程

平成19年１月４日（木）～１月17日（水）募 集 受 付 期 間

二 次 募 集 平成19年１月24日（水）入 校 選 考 日

平成19年１月30日（火）合 格 発 表 日

平成19年２月１日（木）～２月14日（水）募 集 受 付 期 間

三 次 募 集 平成19年２月21日（水）入 校 選 考 日

平成19年２月27日（火）合 格 発 表 日

選考随時募 集 受 付 随 時四 次 募 集

※定員となりました科目は、それ以降の選考試験は行いませんので、応募前に必ず応募可能かを当校へ確認してください。

単位：円在学中の主な経費

合　計教科書実習服・工具等授業料（1年間分）入学料入学審査料訓練科目

242,05034,00085,000115,2005,6502,200自 動 車 整 備 科

231,0508,000100,000115,2005,6502,200木 造 建 築 科

※他に資格取得費用は、別途必要になります。

※授業料は、4月と10月の2回（1回57,600円）の分納になります。

※入校願（指定様式）は、当校又は公共職業安定所にあります。

※入校願等の郵送を希望の方は、宛先を明記した返信用封筒（角2号〔A4版可〕に140円切手を貼付）を同封し請求してください。
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　この12月11日（月）から12月31日（日）までの21日
間「年末の交通安全運動」が実施されています。
　年末は飲酒の機会が多く積雪や路面の凍結等道路環境も悪

化し、交通事故が増える月です。交通ルールを守り、マナー

の向上を図り、事故の防止に努めましょう！

　今回の運動のスローガンは「信濃路は　ルールとマナー

の　走るみち。」となっています。

　運動の重点は、

＊ 飲酒運転の根絶
＊ 高齢者の交通事故防止
＊ シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
＊ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　となっています。

飲酒運転四（し）ない運動

１　飲んだら　乗らない
２　乗るなら　飲まない
３　乗る人には　飲ませない
４　飲んだ人には　運転させない

　以上を守って安全運転に心がけましょう。特に運転する人

にもませた場合でも懲罰の対象となります。また、飲んだ人

の運転に同乗して事故がおきた場合は同乗者にも責任を負わ

される事例も出てきました。充分留意の上楽しい年末をお過

ごしください。

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
通
行
止

冬
期
通
行
止

【
国
道
一
五
二
号
】

【
国
道
一
五
二
号
】

地
蔵
峠

地
蔵
峠

ス
ト
リ
ー
ム
深
ケ
沢
付
近
か
ら

　

ス
ト
リ
ー
ム
深
ケ
沢
付
近
か
ら

飯
田
市
上
村
ま
で
の
間

　

飯
田
市
上
村
ま
で
の
間

十
二
月
十
五
日
〜
四
月
六
日
ま
で

　

十
二
月
十
五
日
〜
四
月
六
日
ま
で

分
杭
峠

分
杭
峠　

女
高
付
近
か
ら
伊
那
市
長
谷
・

　

女
高
付
近
か
ら
伊
那
市
長
谷
・

駒
ヶ
根
市
ま
で
の
間

　

駒
ヶ
根
市
ま
で
の
間

　

十
二
月
二
十
七
日
〜
三
月
八
日
ま
で

十
二
月
二
十
七
日
〜
三
月
八
日
ま
で

【
村

道
】

【
村　

道
】

村
道
沢
井
線

村
道
沢
井
線

樺
沢
よ
り
上
部

　

樺
沢
よ
り
上
部

（
大
鹿
第
二
発
電
所
取
入
口
上
）

　

（
大
鹿
第
二
発
電
所
取
入
口
上
）

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

（
な
お
、災
害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る

　

（
な
お
、災
害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る

た
め
当
分
の
間
奥
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。）

た
め
当
分
の
間
奥
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。）

村
道
赤
石
線

村
道
赤
石
線

荒
川
荘
さ
ん
先

　

荒
川
荘
さ
ん
先

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

【
林

道
】

【
林　

道
】

林
道
鳥
倉
線

林
道
鳥
倉
線

　

村
道
清
水
南
山
線
の
三
叉
路
よ
り
上
部

村
道
清
水
南
山
線
の
三
叉
路
よ
り
上
部

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
下
旬
頃
ま
で

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
下
旬
頃
ま
で

林
道
中
峰
黒
川
線

林
道
中
峰
黒
川
線

（
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
）

（
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
）

〈
沢
井
側
〉

　

〈
沢
井
側
〉

大
池
圃
場
上

当
分
の
間

　

大
池
圃
場
上　

当
分
の
間

〈
北
入
側
〉

　

〈
北
入
側
〉

　

松
下
一
さ
ん
宅
よ
り
上
部

当
分
の
間

松
下 
一 
さ
ん
宅
よ
り
上
部　

当
分
の
間

融
雪
剤（
塩
カ
ル
）置
場

融
雪
剤（
塩
カ
ル
）置
場

大
河
原

大
鹿
倉
庫

　

大
河
原　
　

大
鹿
倉
庫

鹿

塩

塩
の
里
前

　

鹿　

塩　
　

塩
の
里
前

＊
必
要
な
方
は
、
役
場
に
置
い
て
あ
る

＊
必
要
な
方
は
、
役
場
に
置
い
て
あ
る

塩
カ
ル
受
払
い
簿
に
記
入
の
上
、
上

塩
カ
ル
受
払
い
簿
に
記
入
の
上
、
上

記
箇
所
よ
り
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

記
箇
所
よ
り
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

（
上
記
場
所
に
無
い
場
合
は
、役
場
駐

（
上
記
場
所
に
無
い
場
合
は
、役
場
駐

車
場
よ
り
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

車
場
よ
り
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

（
産
業
建
設
課

建
設
水
道
係
）

（
産
業
建
設
課　

建
設
水
道
係
）

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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冬
に
な
っ
て
、
気
温
が
〇
℃
以
下
に

　

冬
に
な
っ
て
、
気
温
が
〇
℃
以
下
に

な
る
と
、
給
水
管
や
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、

な
る
と
、
給
水
管
や
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、

蛇
口
が
凍
っ
て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た

蛇
口
が
凍
っ
て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
、
水
道
の
凍
結

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
、
水
道
の
凍
結

事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早
め
の

　

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早
め
の

冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

①
凍
結
防
止
帯
の
電
源
を
入
れ
る
。

①
凍
結
防
止
帯
の
電
源
を
入
れ
る
。
屋屋

外
や
凍
結
防
止
帯
の
な
い
給
水
管
や

外
や
凍
結
防
止
帯
の
な
い
給
水
管
や

蛇
口
に
は
、
専
用
の
保
温
材
、
あ
る

蛇
口
に
は
、
専
用
の
保
温
材
、
あ
る

い
は
布
切
れ
や
毛
布
を
巻
き
、
ぬ
れ

い
は
布
切
れ
や
毛
布
を
巻
き
、
ぬ
れ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
を
す
き
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

プ
を
す
き
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

水水
道
の
凍
結
に

道
の
凍
結
に

注
意
！

注
意
！

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、ビ
ニ
ー

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布

ル
袋
な
ど
に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布

切
れ
な
ど
保
温
材
を
入
れ
て
、
水
道

切
れ
な
ど
保
温
材
を
入
れ
て
、
水
道

メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
よ
う
に
詰
め

メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
よ
う
に
詰
め

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。（（
布
切
れ
を
そ
の
ま
ま

布
切
れ
を
そ
の
ま
ま

入
れ
て
し
ま
う
と
、
濡
れ
た
と
き
に

入
れ
て
し
ま
う
と
、
濡
れ
た
と
き
に

凍
結
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
メ
ー

凍
結
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
メ
ー

タ
ー
を
凍
結
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、

タ
ー
を
凍
結
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、

必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ

必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
つ
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に

い
。
ま
た
、
つ
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。）

し
て
下
さ
い
。）

③
不
凍
栓
、
水
抜
き
栓
を
ご
使
用
の
ご

③
不
凍
栓
、
水
抜
き
栓
を
ご
使
用
の
ご

家
庭
で
は
、
お
休
み
の
前
や
留
守
に

家
庭
で
は
、
お
休
み
の
前
や
留
守
に

す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を

す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を

し
ま
し
ょ
う
。（
不
凍
栓
は
、い
っ
ぱ

し
ま
し
ょ
う
。（
不
凍
栓
は
、い
っ
ぱ

い
ま
で
閉
め
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
止

い
ま
で
閉
め
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
止

め
て
し
ま
う
と
、
水
が
地
中
で
出
っ

め
て
し
ま
う
と
、
水
が
地
中
で
出
っ

ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
漏
水
の
原

ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
漏
水
の
原

因
に
な
り
ま
す
。）

因
に
な
り
ま
す
。）

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
…

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
…

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
タ
オ

ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら
ぬ

ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら
ぬ

る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な
く
、
ゆ
っ
く
り

る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な
く
、
ゆ
っ
く
り

と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
か

と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
か

け
た
り
す
る
と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
裂
を

け
た
り
す
る
と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
裂
を

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

給
水
装
置

給
水
装
置（
宅
内
配
管
含
む
）

（
宅
内
配
管
含
む
）の
改
の
改
造造
、、

修
理
な
ど
は
必
ず
、
大
鹿
村
が
指
定
し

修
理
な
ど
は
必
ず
、
大
鹿
村
が
指
定
し

た
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
行
っ
て
く

た
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。（（
指
定
外
の
業
者
や
、
ご
自
分

指
定
外
の
業
者
や
、
ご
自
分

で
施
工
さ
れ
た
箇
所
は
近
年
、
漏
水
や

で
施
工
さ
れ
た
箇
所
は
近
年
、
漏
水
や

凍
結
が
お
き
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

凍
結
が
お
き
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
給
水
停
止
の
措
置
を
と
る
こ
と

て
は
、
給
水
停
止
の
措
置
を
と
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）
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